
◎
論

説

旅
遊
中
国

上
海
に
お
け
る
観
光
の

選
好
性

東

美

晴

・
・
…

は
じ
め
に

近
年

の
中
国
国
内
旅
行
者
数

の
増
加
は
著
し
く
、
二
〇
〇
〇
年
に

は
七
億
四
四
〇
〇
万
人

で
あ

っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
四
年

に

一
一
億

人
を
超
え
、
二
〇
〇
五
年
に
は

一
二
億

一
二
〇
〇
万
人
、
二
〇
〇
六

年

に
は

=
二
億
九
四
〇
〇
万
人
に
至

っ
て
い
る

[劉

二
〇
〇
七

"

一
〇
五
]
。

筆
者

は
、

二
〇
〇
五
年

一
月
～
二
月
に
か
け
て
上
海
に
お
い
て

行

っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
中
国

・
上
海
に
お

ム
　
　

け
る
社
会
階
層
と
旅
行
の
選
好
性
に
関
す
る
分
析
を
行

っ
た
。
本
稿

は
、
二
〇
〇
五
年
度
調
査
結
果
の
分
析
を
、
最
近

の
変
化
を
踏
ま
え

て
再
度
ま

と
め
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。

筆
者

に
お
い
て
、
二
〇
〇
五
年
度
調
査

の
目
的
は
中
国
に
お
け
る

モ
ダ

ニ
テ
ィ
を
観
光

の
側
面
か
ら
切
り
取

っ
て
見
せ
る
こ
と
に
あ

っ

た
。
ち
ょ
う
ど
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
五
年
頃
に
は
、
新
中
間
層

の
台
頭
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
若

い
成
功
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
社
会
的
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
調
査
の
企
画

は
、
こ
の
よ
う
に
出
現
し
た
新
た
な
社
会
層

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

意
識
の
傾
向
を
、
量
的
調
査
を
通
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
中
国
に
お

け
る
モ
ダ

ニ
テ
ィ
の
研
究
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
た
め
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
調
査
地
と
し
て
上
海
を
選
定
し
た
こ
と
は
、
比
較
的
に
高
収

入
層
の
動
向
を
捉
え
る
に
は
最
も
相
応
し
い
場
所
で
あ
ろ
う
と
の
認

識
に
お
い
て
で
あ

っ
た
。

分
析
枠
組
み
の
設
定

に
お

い
て
は

ア
ー
リ
の

「観
光
の
ま
な
ざ

し
」
を
念
頭
に
置
き
、
現
代
中
国

に
即
し
た
形
を
構
想
す
る
こ
と
を

上海における観光の選好性[21



心
が
け
た
。
本
稿

で
は

一
章
に
お
い
て
分
析
枠
組
み
の
概
要
を
、

二

章
、
三
章

で
は
分
析
結
果
と
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
中
国
社
会

に
お
け
る
観
光
の
選
好
性
に
お
け
る
傾
向
を
示
す
。

分
析
の
視
点

本

稿

に

お

け

る
分

析

は
、

ジ

ョ
ン

・
ア

ー

リ

の

『
観

光

の
ま

な
ざ

し

』

を

下

敷

き

に

し

た

も

の

で

あ

る

。

ア

ー

リ

の

『
観

光

の
ま

な
ざ

し

』

は
、

ミ

シ

ェ
ル

・
フ

ー

コ
ー

の

『
臨

床

医

学

の
誕

生

-

医

学

的
ま
な
ざ
し

の
考
古
学
』
の
方
法
を
踏
襲
し
、
近
代
に
お
い
て
娯
楽

や
観
光
と

い
う
、

い
わ
ば
必
然
性

の
な
い
行
動
が
社
会
的
に
構
造
化

さ
れ
、
組
織
化
さ
れ
る
過
程
を
詳
述
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ

る
。本

稿

に
お
い
て
は
、
特
に
ア
ー
リ
が
導
き
出
し
た
ツ
ー
リ
ス
ト
の

ま
な
ざ
し
、
す
な
わ
ち

「
ロ
マ
ン
主
義
的
ま
な
ざ
し
」
お
よ
び

「集

合
的
ま

な
ざ
し
」
を
借
用
し
た
。
そ
こ
で
、

「
ロ
マ
ン
主
義
的
ま
な

ざ
し
」
と

「集
合
的
ま
な
ざ
し
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

「
ロ
マ
ン
主
義
的
ま
な
ざ
し
」

の
誕
生
は
、
近
代

に
お
い
て
観
光

と

い
う
行

動

・
現
象
が
創
出
さ
れ
る
上
で
、
決
定
的
に
重
要
な
価
値

観
の
変
容

で
あ
る
。
ア
ー
リ
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
そ
の
状
況
を
以

下
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

一
八
世
紀
末
か
ら

一
九
世
初
頭
に
か
け
て
、
あ
る
価
値
の
変

容
が

で
て
き
た
。

そ
れ
は

「
ロ
マ
ン
主
義
運
動
」
と
あ
る
部
分

で
関
係
が
あ

っ
た
。
力
点
が
置
か
れ
る
場
所
が
、
感
動
と
か
感

覚
と
か
の
激
し
さ
に
、
ま
た
知
的
な
明
晰
さ
よ
り
詩
的
な
神
秘

性

に
、
さ
ら
に
個
性
的
な
享
楽
的
表
現

に
と
移
り
変
わ

っ
て
き

た
の
で
あ
る
。
英
国
の
ロ
マ
ン
主
義

の
最
高

の
布
教
者
と

い
え

ば

シ
ェ
リ
ー
気
取
り
や
バ
イ

ロ
ン
卿
気
取
り
や
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス

気
取
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
ロ
マ
ン
主
義

の
効
能
は
、
人
は
だ
れ

で
も
自
然
に
対
し
感
動

で
き
る
の
だ
と

い
う
暗
示
を
与
え
、
風

景
は
喜
び
を
も

っ
て
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る

〈何

も
の
か
〉
で
あ
る
と

い
う
暗
示
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。
各
個

人
の
楽
し
み
は
、
印
象
に
う

っ
た
え
る
天
然
の
名
所

の
観
賞
か

ら
生
ま
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
。

ロ
マ
ン
主
義
に
は
、
新
興
の
産

業
都
市
の
住
人
た
ち
は
、
そ
こ
か
ら
短
期
間
で
も
離
れ
て
自
然

を
眺
め
て
時
間
を
過
ご
せ
て
、
大

い
に
得
す

る
こ
と
が

で
き

る
、
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
の
だ
。

ロ
マ
ン
主
義

の
お

か
げ

で

「物
見
遊
山
」
が
発
展
し
た
だ
け
で
な
く
海
岸
線

の
延

長

の
す
ば
ら
し
さ
の
観
賞
も
進
歩
し

た

[U
rry

19
9
0
=
19
95
:

3
6
-
3
7
]
°

ま
た
、

コ
ル
バ
ン
は
、
渚
す
な
わ
ち
海
お
よ
び
浜
辺
を
対
象

に
、

そ
れ
が
観
賞
に
価
す
る
風
景
と
捉
え
ら
れ
て
い
く
過
程
を
詳
述
し
て

い
る
。

一
八
世
紀
中
葉
に
新
た
な
読
解
や
行
動
様
式
が
生
ま
れ
て
く

る
ま
で
、
渚
は

「厭
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
と
ば
り
が
お
り
る
」
場
所

で
あ

っ
た
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渚

の
風
景
観

の
変
容

に

は
、
近
代

ツ
ー
リ
ズ
ム
の

一
つ
の
母
胎
と
な
る
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
の

122



経
験
が
影
響
す
る
の
だ
が
、

一
九
世
紀
に
は

ロ
マ
ン
主
義
的
な
言
説

が
溢
れ
か
え
る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
近
代
観
光

に
お

い
て
、

こ
の
価
値

の
変
容

は
、

フ
ー

コ
ー

が
示
し
た

一
八
世
紀
末

に
分
類
学
的
医
学
が
姿
を
消
し
臨

床
医
学
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
る
過
程
と
同
様
に
大
き
な
変
化
な
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

い
わ
ば
近
代
的
人
間

の
感
性
、
あ
る
い
は
認
識

の
基
盤
を
形
作

る
も
の
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ

で
、
ア
ー
リ
の

『観
光
の
ま
な
ざ
し
』
『場
所
を
消
費
す

る
』
等
の
著
作
に
お
け
る
観
点
は
、
近
代

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
誕
生
よ
り

も
、
む
し
ろ
近
代
社
会
が
進
展
し
て
い
く
過
程
に
お
け
る
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
組
織
化

お
よ
び
展
開
で
あ
り
、
現
状

の
分
析
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
ツ
ー
リ
ス
ト
が
観
光
対
象
に
向
け
る
ま
な
ざ
し
に
つ
い
て
も
、

近
代
の
過

程
に
お
い
て
分
化
す
る
社
会
層
と
の
関
わ
り
で
論
じ
ら
れ

る
。具

体
的

に
は
、
例
え
ば

『場
所
を
消
費
す
る
』
に
お
い
て
、

ッ
ー

リ
ス
ト
を
三
種

(厳
密
に
は
二
種
と
ポ
ス
ト

・
ツ
ー
リ
ス
ト
)
に
分

類
し
て

い
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

「
ロ
マ
ン
主
義
的
ま
な
ざ
し
」

で
特
定

の
空
間
を
眺
め
よ
う
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
階
層
、
集
ま
る
こ
と

自
体
が
重

要
と
な
る

「集
合
的
ま
な
ざ
し
」

の
所
有
者
、
遊
ぶ
こ
と

が
で
き

る
ゲ
ー
ム
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
そ
こ
に

は
本
物

の
観
光
体
験
な
ど
な
い
こ
と
を
知

っ
て
い
る
ポ

ス
ト

・
ツ
ー

リ
ス
ト

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
サ
ー
ビ
ス
階
級
が
そ
の
ロ
マ
ン
主
義

的
ま
な
ざ
し
を
も

っ
て
、
位
置
的
財
と
し

て
の
本
物

の
静
か
な
環

境
、
審
美
的
風
景
を
求
め
て
も
、
受
け
入
れ
る
側
は
人
工
的
に
演
出

を
加
え
観
光
空
間
を
構
築
し
て
い
く
。
そ

の
イ
タ
チ
ご

っ
こ
の
中

で
、
サ
ー
ビ
ス
階
層
は
人
工
的
改
編
を
嫌

い
、
ま
な
ざ
し
を
別
の
場

所

へ
向
け
て
い
く
。
し
か
し
、
集
合
的
ま
な
ざ
し
の
所
有
者
は
別
に

そ
の
対
象
が
人
工
的
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
か
ま

い
は
し
な

い
。

ま
た
ポ

ス
ト

・
ッ
ー
リ
ス
ト
は
は
な
か
ら
本
物
の
観
光
な
ど
な
く
そ

れ
は
ゲ
ー
ム
だ
と
割
り
切

っ
て
い
る
と
い
う
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ア
ー
リ
は
以
上
の
よ
う
な
形
で
現
代

の
観
光

の
状
況
を
端
的

に
示
す
。

実
際
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
階
層
と
そ
の

「
ロ
マ
ン
主

義
的
ま
な
ざ
し
」
、
よ
り
大
衆
的
な

「集
合
的

ま
な
ざ
し
」、
そ
し
て

観
光
地

の
整
備
と
サ
ー
ビ
ス
階
層
、
大
衆
の
関
係
は
、
あ
る
程
度
普

遍
性
を
持

つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿

で
は
、
以
上

の
認
識

の
も
と
に

「
ロ
マ
ン
主
義
的
ま
な
ざ

し
」
と

「集
合
的
ま
な
ざ
し
」
の
概
念
を
分

析
に
お
い
て
借
用
し

た
。な

お
、
中
国
は
風
景
観
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
と
は
異
な
る

伝
統
を
持

っ
て
い
る
。
中
国
に
お
い
て
海
や
山
な
ど
の
自
然
は
決
し

て

「厭
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
と
ば
り
が
お
り

る
」
場
所
で
は
な
か
っ

た
。
特

に
、
あ
る
種
の
山
岳
は
仙
郷
あ
る
い
は
洞
天
福
地
、
す
な
わ

ち
理
想
郷
で
あ
り
聖
な
る
場
所
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
山
岳
に
は
文

人
墨
客

が
好
ん
で
訪
れ
、
そ
の
風
景
を
称
賛

し
て
き
た
。
こ
の
価
値

ハワ
む

観
は
現
代

の
観
光
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
分

上海における観光の選好性ii3



析
に
お

い
て
は
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
近
代
的
風
景
観
に
対
し
、

統
的
風
景
観
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
。

二

階
層
と
旅
行
の
選
好
性

e

調
査
概
要

伝

響
を
与
え
る
か
ど
う
か
が
、
本
稿

の
分
析

の
中
心
で
あ
る
。

二
〇

〇
五
年
度
調
査

に
お
け
る
サ
ン
プ

ル
数

は
男
性

二
九
六
人

(
四
七

・
九
%
)、
女
性

三
二
二
人

(五
二
二

%
)
で
あ

っ
た
。
ま

た
、
年
齢
層
分
布

は
二
〇
歳
代

=

○
人

(
一
七

・八
%
)、
三
〇
歳

代
八
五
人

(
=
二
・八
%
)
、
四
〇
歳
代

一
九
六
人

(一一=

・七
%
)
、

五
〇
歳

代

一
六
九
人

(
二
七

・
三
%
)、
六
〇
歳
代
五
八
人

(九

・

四
%
)

で
あ

っ
た
が
、
そ
の
学
歴
分
布
は
六
〇
歳
代

・
五
〇
歳
代

で

は
小

・
中
学
校
卒
が
最
も
多
く
、
四
〇
歳
代
で
は
高
校
卒
が
最
も
多

く
'
>>1
0
歳
代

・
二
〇
歳
代

で
は
大
学

・
大
学
院
卒
が
最
も
多
く

な

っ
て

い
た
。

こ
れ
に
伴

い
収
入
に
関
し
て
も
、
若
年
層
に
高
学

歴

・
高
収
入
が
多
く
、
中
高
年
層
に
比
較
的
低

い
学
歴

・
低

い
収
入

が
集
中
し

て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
サ
ン
プ
ル
に
は
、
若
年

・
高
学

歴

・
高
収

入
、
中
高
年

・
低
学
歴

・
低
収
入
の
形

で
二
極
化
す
る
傾

向
が
あ

っ
た
。

な
お
、
若
年

・
高
学
歴

・
高
収
入
層
と
、
中
高
年

・
低
学
歴

・
低

収
入
層

の
間
に
は
、
消
費
態
度
や
日
常
生
活
の
価
値
観
に
も
大
き
な

違

い
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
二
極
分
化
傾
向
が
観
光

の
選
好
性
に
も
影

口

選
好
性
の
分
析

選
好
性
分
析
に
用

い
た
設
問
は
、

「兵
馬
桶

・
長
城

・
故
宮

・
敦

煙
な
ど
歴
史
名
勝
地
」
「延
安

・
井
岡
山

・
紹
山
な
ど
革
命
記
念

地
」
等

一
五
の
選
択
肢
を
あ
げ
、
次
に
行
く
と
す
れ
ば
ど
ん
な
場
所

に
行
き
た
い
か
を
複
数
回
答
で
尋
ね
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
設
問
の

回
答
に
関
し
て
、
二
つ
の
処
理
を
行

っ
た
。

一
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
選

択
肢
を
個
別

の
項
目
と
し
て
取
り
扱

い
、
年
齢
、
学
歴
、
家
庭
収
入

で
ク

ロ
ス
集
計
を
行

っ
た
。
も
う

一
つ
は
、
全
体

の
中

で
の
そ
れ
ぞ

れ
の
選
択
肢

の
占
め
る
割
合
を
算
出
し
、
年
齢
、
学
歴
、
家
庭
収
入

別
に
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
成
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
表

1
～
表
3
に
、
年
齢
層
別
、
学
歴
別
、
家
庭

収
入
別

の
ラ
ン
キ
ン
グ

を
示
し
た
。

得
ら
れ
た
結
果
に
は
、
や
は
り
二
極
分
化

が
比
較
的
顕
著
に
現
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
高
収
入

・
若
年

・
高
学
歴

の
中
間
層
的
極
に
最
も

高
く
評
価
さ
れ
る
観
光
地
は

「麗
江

・
香
格

里
拉

・
怒
江
な
ど
少
数

民
族
観
光
地
」

で
あ
り
、
「雲
南

・
青
海
な
ど
で
の
登
山
活
動
」
は

中
間
層
予
備
軍
的
な
若
者
に
、

「九
塞
溝

・
張
家
界
な
ど
自
然
風
景

区
」
は
低
学
歴
層
、
高
年
齢
層
に
お
い
て
特

に
評
価
が
低

い
と

い
う

意
味

で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
中
間
層
的
趣
味

の
側
に
含
ま
れ
る
も

の
で
あ

っ
た
。

一
方
、

「九
華
山

・
五
台
山
な
ど
仏
教
聖

地
」
は
、
む
し
ろ
中
高
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表1年 齢層別行きたい場所の順位

項 目 20歳 代 30歳 代 40歳 代 50歳 代 60歳 代

海南島 ・青島など海辺の リゾー ト 1(21.2) 1(21.0) 1(16.0) 1(17.8) 3(13.3)

九纂溝 ・張家界な ど自然風景区 2(13.6) 2(14.0) 3(13.0) 2(15.9) 5(9.3)

麗江・香格里拉・怒江など少数民族観光地 3(13.1) 5(10.2) 5(9.3) 4(8.9) 8(5.3)

桂林 ・黄山な ど風景名勝地 4(11.1) 3(12.1) 4(10.5) 3(11.6) 4(12.0)

兵馬桶 ・長城 ・故宮 ・敦煙 など歴史名勝地 5(10.1) 4(11.5) 2(15.4) 4(8.9) 2(14.7)

雲南 ・青海な どでの登山活動 6(9.6) 6(5.7) 10(3.7) 8(5.8) 7(6.7)

北戴河 など避暑地 の リゾー ト 7(4.5) 13(1.3) 12(2.8) 12(1.6) 11(2.7)

九華 山 ・五台山な ど仏教聖地 8(3.5) 8(5.1) 6(7.1) 4(8.9) 1(17.3)

ス キ ー ・ゴル フな どスポ ー ツ リゾー ト 8(3.5) 11(2.5) 13(1.5) 14(0.4) 12(1.3)

新 しい テー マ パ ー ク 10(3.0) 15(0.6) 15(0.3) 15(0.4) 14(0.0)

蘇州 ・杭州な どでの園林観 光 11(2.5) 7(5.7) 7(5.9) 7(7.4) 6(9.3)

王府井 など最先端 スポ ッ ト 12(2.0) 14(1.3) 8(5.2) 9(5.8) 13(0.0)

延安 ・井岡山 ・紹 山な ど革命記念地 13(1.0) 10(2.5) 9(4.9) 13(1.2) 10(2.7)

レジャー村 ・農村観光な ど 13(1.0) 12(2.5) 14(0.9) 11(1.9) 15(0.0)

烏鎮 ・周庄な ど江南古鎮観光 15(0.0) 9(3.8) 11(3.4) 10(3.5) 9(5.3)

注()内 は%。 少 数 点 以 下第2位 の 四 捨五 入 の た め 、合 計 が100%と な らな い 場 合が あ る。

各列 のN数 は20歳 代198、30歳 代157、40歳 代324、50歳 代258、60歳 代75で あ る。

表2学 歴別行きたい場所の順位

項 目 小 ・中学校 高校 短大 大学・大学院

海南島 ・青島な ど海辺の リゾー ト 1(18.2) 1(19.7) 1(16.8) 2(15.9)

兵馬桶・長城・故宮・敦煙など歴史名勝地 2(12.6) 3(14.1) 5(9.8) 5(9.1)

九華山 ・五台山な ど仏教聖地 3(11.9) 6(7.1) 8(4.9) 10(4.0)

九暴溝 ・張家界な ど自然風景区 4(11.1) 2(15.2) 2(13.6) 3(14.2)

桂林 ・黄山 など風景名勝地 4(11.1) 4(11.4) 3(12.0) 4(10.2)

麗江・香格里拉・怒江など少数民族観光地 6(6.3) 5(8.3) 4(11.4) 1(16.5)

蘇州 ・杭州 などでの園林観光 6(6.3) 7(4.8) 7(7.6) 8(5.7)

雲南 ・青海 などでの登山活動 8(5.5) 8(4.5) 6(8.2) 6(7.4)

王府井な ど最先端 スポッ ト 9(4.7) 9(4.3) 11(3.3) 12(1.7)

烏鎮 ・周庄 など江南古鎮観光 9(4.7) 10(2.5) 10(3.8) 15(0.6)

延安 ・井 岡山 ・紹 山など革命記念地 11(3.6) 13(1.5) 14(0.5) 7(6.3)

レジャー村 ・農村観光 など 12(1.6) 14(1.5) 15(0.5) 13(1.1)

北戴河な ど避暑地 の リゾー ト 13(1.2) 11(2.0) 9(3.8) 9(4.5)

新 しい テ ー マパ ー ク 14(0.8) 15(1.0) 13(1.1) 14(0.6)

ス キー ・ゴル フな どス ポー ツ リゾ ー ト 15(0.4) 12(2.0) 12(2.7) 11(2.3)

注:()内 は%。 少 数 点 以 下 第2位 の四 捨 五 入 の た め、 合 計 が100%と な らな い場 合 が あ る。

各列 のN数 は小 ・中学 校253、 高 校396、 短 大184、 大 学 ・大 学 院176で あ る。

12$上 海 におけ る観光の選好性



表3家 庭収入(年 収)別 行きたい場所の順位

項 目
20,000元

以下

20,001

30,000元

30,001^-

50,000元

50,001^-

80,000元

80,001元

以上

海南島 ・青 島など海辺の リゾー ト 1(15.7) 1(15.6) 1(20.3) 1(21.3) 1(16.5)

兵馬桶 ・長城・故宮・敦煙など歴史名勝地 2(14.0) 2(13.9) 3(12.4) 3(12.1) 5(7.6)

九塞溝 ・張家界な ど自然風景区 3(11.8) 3(13.3) 2(15.7) 2(12.6) 3(13.5)

蘇州 ・杭州 などでの園林観光 4(11.2) 12(2.8) 8(5.2) 7(5.7) 9(4.7)

桂林 ・黄山な ど風景名勝地 5(9.6) 4(11.1) 4(10.5) 3(12.1) 4(12.9)

九華 山 ・五台山な ど仏教聖地 6(8.4) 5(10.6) 7(5.6) 7(5.7) 6(7.6)

麗江・香格里拉・怒江など少数民族観光地 7(7.9) 6(8.3) 5(8.2) 5(9.8) 1(16.5)

王府井 など最先端 スポッ ト 8(5.6) 8(4.4) 9(3.9) 9(3.4) 14(1.2)

烏鎮 ・周庄 など江南古鎮観光 9(5.6) 9(3.9) 13(2.3) 10(2.9) 15(0.6)

雲南 ・青海 などでの登山活動 10(3.4) 7(7.8) 6(5.9) 6(7.5) 7(5.3)

延安 ・井 岡山 ・詔 山など革命記念地 11(2.2) 10(2.8) 11(2.6) 13(1.1) 8(4.7)

北戴河な ど避暑地の リゾー ト 12(2.21 11(2.8) 10(2.9) 11(2.3) 11(2.4)

レジャー村 ・農村観光 など 13(1.1) 14(1.1) 14(1.3) 14(1.1) 12(1.8)

ス キー ・ゴル フな どス ポー ツ リゾ ー ト 14(0.6) 15(0.6) 12(2.6) 12(1.7) 10(2.9)

新 しい テ ーマ パ ー ク 14(0.6) 13(1.1) 15(0.7) 15(0.6) 12(1.8)

注()内 は%。 少 数点 以下 第2位 の四 捨 五入 の ため、 合計 が100%と な らな い場 合が ある。 各

列 のN数 は2万 元以 下178、2～3万 元iao、3～5万 元306、5～8万 元174、8万 元 以上170で あ る。

前
章
に
お
い
て
は

「次
に
旅
行

へ
行
き
た

い
場
所
」
の
分
析
結
果

を
通
し
て
、
実
際
に
階
層
ご
と
に
異
な

っ
た
趣
味
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
き
た
。
そ
れ
を
模
式
図
に
落
と
し
た
も

の
が
図
1
で
あ
る
。

図

の
作
成
に
お
い
て
は
、
「新
奇
な
も

の
」
と

「な
じ
ん
だ
も
の
」

の
軸
を
縦
軸
に
置
い
た
。

こ
れ
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
見
ら

れ
た
次

の
二
つ
の
傾
向
を
基
に
し
た
。
す
な

わ
ち
、
ひ
と

つ
に
は
、

そ
の
生
活
意
識
に
お
い
て
中
間
層
で
は
新
し

い
も
の
を
取
り
入
れ
る

←)

模
式
図

現
代
中
国
に
お
け
る

「観
光

の
ま
な
ざ
し
」

年
、
低
学
歴
の
下
層
的
極

で
支
持
が
高

い
項
目
で
あ

っ
た
。
同
様

の

傾
向
を
描
く
も
の
と
し
て

「兵
馬
桶

・
長
城

・
故
宮

・
敦
煙
な
ど
歴

史
名
勝
地
」
が
あ

っ
た
。
ま
た
、

「蘇
州

・
杭
州
な
ど
で
の
園
林
観

光
」

「烏
鎮

・
周
庄
な
ど
江
南
古
鎮
観
光
」

も
若
年
層
、
高
収
入
層

に
お
い
て
評
価
が
低

い
と
い
う
意
味

で
、
む
し
ろ
下
層

・
大
衆
的
趣

味
の
範
疇
と
言
え
る
。

両
者
を
対
比
す
る
と
、
中
間
層

の
極
に
は
中
西
部
地
域
や
自
然
に

関
連
す
る
も
の
が
集
中
し
、
大
衆
層

の
極
に
は
歴
史
性

の
高

い
も

の

が
集
中
し
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
、

「海
南
島

・
青
島
な
ど
海
辺

の
リ
ゾ
ー
ト
」
は

全
体
に
広
く
支
持
さ
れ
る
項
目
で
あ

っ
た
。

tz6



新奇なもの

景

麗江 ・怒江 ・香格里拉など少数民族観光

海南島 ・青 島な ど海辺 の リゾー ト 雲南 ・青海などでの登山活動

九纂溝 ・張家界など自然風景区

陣 間層的趣味1

〈近代的大規模開発〉 〈エ コ・ッー リズム的開発〉

造型 自然風

九華山 ・五台山など仏教聖地

兵馬桶 ・長城 ・故宮 ・敦煙 な ど歴史 名勝地 桂林 ・黄山など風景名勝地

蘇州 ・杭州などでの園林観光

烏鎮 ・周庄など江南古鎮観光

圃
〈伝統的観光あるいは伝統文化観光〉 〈伝統的 山岳 ・自然観 光〉

人口

なじんだもの

図1観 光選好 の傾 向

傾
向
が
強
く
、
下
層

で
は
過
去
に
対
す
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
や
伝
統
文

化
に
対
す
る
志
向
が
強
く
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
点
は
、

実
際
に
観
光
に
求
め
る
も
の
と
し
て
中
間
層

で
は

「新
奇
な
も
の
」

　
ヨ
　

に
対
す
る
欲
求
が
高
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
横
軸
に
は
人
工

造
型
と
自
然
風
景

の
軸
を
置

い
た
。
こ
れ
は
、
先

の
分
析
結
果

に
お

い
て
中
間
層

で
は
中
西
部
地
域

や
自
然

に
関

連
す
る
も
の
が
集
中

し
、
下
層
側
に
お
い
て
は
史
跡
、
歴
史
的
建
造
物
、
歴
史
的
町
並
み

な
ど
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
当

て
は
め
た
。

こ
こ
で
は
、
中
間
層
が
な
ぜ
観
光
の
対
象

と
し
て
雲
南
省
や
四
川

省
な
ど
の
西
部
地
域
を
好
み
、
大
衆
が
な
ぜ
歴
史
伝
統
を
資
源
と
す

る
観
光
地
を
好
む
の
か
、
ま
た
桂
林
や
黄
山

の
よ
う
な
伝
統
的
な
山

岳

・
自
然
観
光
地
お
よ
び
海
南
島
の
よ
う
な
新
し

い
海
浜
リ
ゾ
ー
ト

が
な
ぜ
特
定

の
階
層
に
結
び

つ
き
に
く

い
の
か
に

つ
い
て
、
「
ロ
マ

ン
主
義
的
ま
な
ざ
し
」
「集
合
的
ま
な
ざ
し
」

の
概
念
を
用

い
て
、

さ
ら
に
考
察
を
行
う
。

口

中
間
層
と
雲
南

・
四
川

雲
南
省
、
四
川
省
等

の
西
部
地
域
の
観
光
開
発
が
加
速
す
る
の
は

比
較
的
近
年

の
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
雲
南
省
の
場
合
、
省
の
政
策
と
し
て
観
光
整
備
を
考
慮

し
始
め
る
の
は

一
九
九
三
年
で
あ
る
。
そ
し

て
、

一
九
九
五
年
に
省

の
基
幹
産
業

の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
本
格
的
観
光
開
発
が

始
ま
る

[劉

X
10
0

1
"
二
五

一
]
。
そ
の
後
、

一
九
九
七
年
麗
江
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古
城

の
世

界
文
化
遺
産
登
録
、

一
九
九
九
年
昆
明
に
て
世
界
園
芸
博

覧
会

の
開
催
、
二
〇
〇
三
年
三
江
併
流
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
等

の

形
で
雲
南

の
風
光
明
媚
さ
を
世
界
的

に
発
信
し

つ
つ
、
も
と
も
と
は

不
便
な
山
間

の
小
さ
な
町
で
あ

っ
た
場
所
を
次
々
に
新
し
い
観
光
地

と
し
て
い

っ
た
。
例
示
し
た
香
格
里
拉
や
怒
江
も
、
二
〇
〇
五
年
度

時
点
で
は
、
よ
う
や
く
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
始
め
た
ば
か
り

の
、
山
間

の
少
数
民
族
地
区
に
位
置
す
る
場
所
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
れ
ら
の
場
所
は
チ

ベ
ッ
ト
高
原
に
続
く
山
脈
地
帯
に
位

置
す
る
標
高
が
高
く
険
し
い
場
所

で
あ
り
、
観
光
対
象
も
高
山
中
の

湖
や
氷
河
な
ど
、
自
然
そ
の
も

の
の
美
し
さ
や
静
け
さ
で
あ
る
。
例

え
ば
、
香
格
里
拉
は
標
高
三
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
盆
地
で

あ
り
、
そ

の
観
光
は
香
格
里
拉

の
町
や
周
囲
に
広
が
る
草
原
を
散
策

す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
を
拠
点
に
高
原
湖
で
あ
る
碧
塔
海
や
香
格
里

拉
峡

谷

な
ど
手
付
か
ず

の
自
然
を
訪
れ

る
と

い
う
も

の
で
あ

る

[克

二
〇

〇
四

二

〇
i>1-

1
O
八
]
。
そ
の
た
め
、
特

に
近
年

の

開
発

で
は
、
観
光
開
発
対
象
と
さ
れ
た
湖
や
特
別
な
景
観
を
持

つ
地

域
に
お

い
て
、
散
策
道
を
整
え
見
物
が
で
き
る
よ
う
に
は
す
る
が
、

散
策

ル
ー
ト
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
に
は
電
気
自
動
車
を
用
い
る
な
ど
、

ムる
　

あ
る
種
の

エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
手
法
も
用

い
ら
れ
て
い
る
。

ア
ー
リ
は

ロ
マ
ン
主
義
的
ま
な
ざ
し
を

「孤
独
。
没
我

の
状
態
の

持
続
。
幻
視
、
畏
敬
、

ア
ウ
ラ
を
伴
う
ま
な
ざ
し
」
と
す
る
が
、
中

国
の
中
間
層

の
ま
な
ざ
し
が

ロ
マ
ン
主
義
的
な
も
の
だ
と
す
れ
ば
、

雲
南
省
、

四
川
省
等
の
山
間
部

の
観
光
地
は
そ
の
格
好
の
対
象
と
な

り
Asp
K
a
[U
rry
19
9
5
=
2
0
03
:
3
18
]°

す
な
わ

ち
、
ま
だ
多
く
の
人

が
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
俗
化
し
て
い
な
い
新
し
い
場
所
で
あ
る
た

め
、
そ
の
環
境
を
独
占

で
き
る
状
態
で
神
秘
的
な
高
山

の
自
然

の
美

し
さ
に
耽
溺
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
付
け
加
え
る
な
ら

ば
、
観
光
の
拠
点
と
な
る
町
の
住
民
の
多
く

は
少
数
民
族

で
あ
り
、

町
に
は
漢
族
の
目
に
は
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
に
映

る
で
あ
ろ
う
建
築
、
衣

装
、
装
身
具
、
生
活
用
具
な
ど
が
溢
れ
か
え

っ
て
い
る
。

こ
の
意
味

で
も
新
奇
さ
に
お
い
て
申
し
分
が
な
い
。

日

大
衆
と
歴
史

・
伝
統
文
化
観
光

大
衆
的
趣
味
と
見
な
さ
れ
る
も
の
と
し
て

「九
華
山

・
五
台
山
な

ど
仏
教
聖
地
」

「兵
馬
桶

・
長
城

・
故
宮

・
敦
煙
な

ど
歴
史
名
勝

地
」
「蘇
州

・
杭
州
な
ど
で
の
園
林
観
光
」

「烏
鎮

・
周
庄
な
ど
江
南

古
鎮
観
光
」
を
抽
出
し
た
。

こ
れ
ら

の
項
目

の
う
ち

「烏
鎮

・
周
庄
な

ど
江
南
古
鎮
観
光
」
以

外
は
、
比
較
的
古
く
か
ら
観
光
対
象
と
な

っ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。

王
は
民
国
期
に
お
い
て
行
わ
れ
た
観
光
と
し

て
、
山
川
名
勝
地

の
遊

覧
、
辺
境
地
域

の
遊
覧
、
庭
園
観
賞
、
寺
廟

参
拝
、
ダ

ム

・
温
泉
町

な
ど
当
時

の
新
し
く
行
わ
れ
た
開
発
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
そ
の

最
も
主
た
る
も
の
が
山
川
名
勝
地
の
遊
覧

で
あ

っ
た
と
い
う
が
、
多

く

の
山
川
名
勝
地

は
仏
教

・
道
教

の
聖
地
と

も
な

っ
て

い
た

[
王

二
〇
〇
五

"
二
三

一
-
二
三
八
]。
王
は
以
下

の
よ
う
に
仏
教

・
道

教
聖
地

の
様
子
を
記
述
し
て
い
る
。
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五
岳
、
仏
教
四
大
名
山

、
鶏
足
山
、
龍
虎
山
、
斉
雲
山
、
茅

山
、
青
城
山
、
武
当
山
な
ど
、
仏
道
名
山
と
有
名
な
寺
廟
で
は

毎
年
廟
会
が
開
か
れ
た
。
廟
会
期
間
に
は
あ
ち
こ
ち
か
ら
参
拝

客
が
訪
れ
途
絶
え
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
彼
ら
の
大
多
数
は
農

民
で
あ
り
、
と
り
わ
け
女
性
が
多
か

っ
た
。
民
国
時
期

の
旅
行

者

の
中
で
名
山
古
刹
を
参
拝
す
る
客
が
相
当
の
比
率
を
占
め
て

い
た
。
[王

二
〇
〇
五

"
二
三
七
]

ま
た
、
民
国
期
に
は
多
く

の
皇
家

お
よ
び
私
家
の
園
林

(庭
園
)

が

一
般
公
開
さ
れ
、
新
た
に
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
も
少
な

く
な
か

っ
た
。
こ
の
時
期
に
蘇
州

の
獅
子
林
、
留
園
、
西
園
な
ど
現

在
著
名
な
園
林
も

一
般
公
開
さ
れ
た

[王

二
〇
〇
五

"
二
三
六
]。

こ
の
よ
う

に
、
蘇
州
園
林
は

一
九
九
七
年
に
世
界
文
化
遺
産
登
録
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
史
と
し
て
民
国
期
に
そ
れ
ま
で
の
特
権
階
級

の
専
有
物
か
ら
誰
で
も
が
鑑
賞

で
き
る
観
光
対
象
と
な

っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

さ
ら
に
、
長
城
、
故
宮
、
兵
馬
桶
は

一
九
八
七
年
に
世
界
文
化
遺

産
登
録
さ
れ
て
い
る
。
中
国

の
世
界
遺
産
条
約

の
批
准
は

一
九
八
五

年
で
あ
り
、
そ
の
第

一
陣
と
し
て
登
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

[陶

二

〇
〇

=

四
六
-
四
七
]。
ま
た
、
故
宮
と
長
城
に

つ
い
て
は
、
中

国
国
務
院

が

一
九
六

一
年
に

「文
物
保
護
管
理
条
例
」
を
公
布
し
た

そ
の
年
に
第

一
陣

の
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
と
さ
れ
た
も
の
で
あ

る

[陶

二
〇
〇

一
二

〇
〇
ー

=
二
八
]。
兵
馬
桶
は
発
見
が

一
九

七
四
年
で
あ
る
た
め
、
当
然

こ
の
第

一
陣
か
ら
は
洩
れ
る
。
だ
が
、

発
見
の
そ
の
年
か
ら
七
七
年
に
か
け
て
第

一
次
発
掘
が
行
わ
れ
、
そ

れ
か
ら
二
年
後
の
七
九
年
に
は

一
般
公
開
さ

れ
て
い
る

[陶

二
〇

〇

一
"
一
二
七
]。

と
こ
ろ
で
、

一
九
八
七
年
に
第

一
陣

の
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
た
も

の
は
、
長
城
、
故
宮
、
秦
始
皇
帝
陵

お
よ
び
兵
馬
桶

以
外

に
、
莫
高
窟
、
周
口
店

"北
京
人
"
遺
跡
、
泰
山

で
あ

っ
た
。

こ
の

後
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
八
回
の
登
録
が
行

わ
れ
、
二
〇
〇

一
年
時

点
で
二
七

の
世
界
遺
産
が
登
録
さ
れ
て
い
る

[陶

X
10
0

1
"
四

八
]
。
第

一
陣
に
登
録
さ
れ
た
六
か
所
は
国
際

的
あ
る
い
は
中
国
国

内

に
お
け
る
知
名
度
に
お
い
て
、
そ
の
後

に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
は

明
ら
か

に
異
な

っ
て
お
り
、
中
国
の
歴
史
性

を
語

る
上
で
シ
ン
ボ

リ

ッ
ク
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
「九
華
山

・
五
台
山
な
ど
仏
教
聖
地
」
「兵
馬
桶

・
長

城

・
故
宮

・
敦
煙
な
ど
歴
史
名
勝
地
」

「蘇

州

・
杭
州
な
ど
で
の
園

林
観
光
」
な
ど
は
、
多
く
の
中
国
の
人
々
に
と

っ
て
古
く
か
ら
あ

る
、
あ
る
い
は
非
常
に
有
名

で
あ
る
等

の
点

に
お

い
て
、
新
規
性

の

対
極
に
あ
る
慣
れ
親
し
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
も

の
で
あ
る
。
ま

た
、
誰

で
も
が

「見
る
価
値
が
あ
る
も
の
」

「観
光
と
は
こ
う
し
た

も
の
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
抱
け
る
と

い
う
意
味

で
、
大
衆
的
趣

味
と
な
り
う
る
。

ア
ー
リ
は
大
衆
的
な

「集
合
的
ま
な
ざ
し
」
を

「
コ
ミ
ュ
ナ
ル
な

活
動
。

一
連
の
共
有
さ
れ
た
出
会

い
。
親
し
ん
だ
も
の
へ
の
ま
な
ざ

し
」
と
ま
と
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
対
象

は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な

iz9-一 上海 における観 光の選好性



ま

な

ざ

し

を

向

け

や

す

い

も

の

t
-'
あ

ろ

Asp

[U
rry

1
9
9
5
=
2
0
0
3

,

い
ド
。゚
]
。

な
お
、

「烏
鎮

・
周
庄
な
ど
江
南
古
鎮
観
光
」
に

つ
い
て
は
、
観

光
化
こ
そ
近
年

の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
風
景
は
上
海
を
含
め
た
江

南

の
人
々
に
と

っ
て
馴
染

み
深

い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
付
け
加
え

て
お
く
。

四

海
南
島
と
黄
山

海
南
島

は
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
り
、
中
国
に
お
い
て
は
新
た
に

開
発
さ
れ
た
観
光
地
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
海
南
島
が
四
川
や
雲
南

の

山
間
部

の
観
光
地
と
異
な
る
の
は
、
そ
の
開
発
が
大
規
模
開
発
で
あ

る
と
い
う
点
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
三
亜
市

の
ビ
ー
チ
に
は
高

級
ホ
テ
ル
が
立
ち
並
び
、
ス
パ
、
ゴ
ル
フ
場
、
射
撃
場
な
ど
の
娯
楽

ム
　
　

施
設
も
多

い
。
こ
の
意
味

で
、
海
南
島
の
ビ
ー
チ
は
美
し
い
海
と

い

う
豊
か
な
環
境
の
も
と

に
作
ら
れ
た
街
で
あ
り
、
静
か
で
美
し
い
自

然
を
独
占

す
る
と
い
っ
た
雲
南

・
四
川
等
の
山
間
部

の
観
光

の
あ
り

方
と
は
大

き
く
異
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

こ
こ
は
ま
だ
中
国
に

お
い
て
は
新
奇
な
も
の
で
あ
る
ゴ
ル
フ
や

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

レ
ジ
ャ
ー
と
、
人
が
集
ま
る
に
ぎ
や
か
さ
の
両
方
を
兼
ね
備
え
る
こ

と
に
な
り
、
中
間
層

・
大
衆
の
ど
ち
ら
の
層
か
ら
も
支
持
さ
れ
や
す

く
な
る
。

ま
た
、
黄
山
は
そ
の
自
然
風
景
の
美
し
さ
が
た
た
え
ら
れ
る
山
で

あ
る
が
、
雲
南

・
四
川

の
山
岳
地
帯
と
は
異
な
り
古
く
か
ら
名
山
と

さ
れ
、
多
く
の
文
人
墨
客
が
訪
れ

て
き
た

[東

二
〇
〇
五

a

鱒
四

-
六
]
。
言

い
換
え
る
と
、
山
に
遊
ぶ
伝
統

が
、
杜
甫
や
李
白

の
時

代
か
ら
民
国
期
の
山
川
遊
覧
や
現
在

の
観
光

に
ま
で
継
続
さ
れ
て
い

る
場
所
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
、
黄
山

の
自
然
は
自
然
と

い
っ
て
も

山
水
画
な
ど
に
文
化
的

に
解
釈
さ
れ
続
け
て
き
た
馴
染

み
の
深

い
風

景

で
あ
る
。

こ
の
点
で
新
奇
な
も

の
に
は
抵
抗
感
を
感
じ
る
層
に

も
、

「
ロ
マ
ン
主
義
的
ま
な
ざ
し
」
を
自
然

に
投
影
し
た
が
る
中
間

層
に
も
受
け
入
れ
や
す
い
観
光
対
象
に
な
り
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

二
〇
〇
五
年
に
行

っ
た
調
査
か
ら
は
、
比
較
的
は
っ
き
り
と
社
会

階
層
と
観
光
に
お
け
る
選
好
性

の
関
係
を
抽

出
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
観
光

の
ま
な
ざ
し
に
よ

っ
て
照
射
さ
れ
る
対
象
地
は

必
ず
し
も
固
定
的
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
当
初

「
ロ
マ
ン
主
義
的

ま
な
ざ
し
」
を
通
し
て
好
ま
し
い
場
所
と
さ
れ
た
も
の
も
、
多
く
の

人
が
訪
れ
る
こ
と
に
よ
り
誰
も
が
知
る
観
光
地
と
し
て
定
着
す
る
か

わ
り
に
、
「集
合
的
ま
な
ざ
し
」

に
よ

っ
て
支

え
ら
れ
る
大
衆
的
観

光
地

へ
と
変
貌
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
変
化
は
現
代

の
中
国
で
は
容
易
く
生
じ
る
。
中
国

各
省
に
お
け
る
二
〇
〇
六
年

の
観
光
客
数
の
増
加
率
は
平
均
し
て

一

五
・○
%
で
あ

っ
た
。
西
部

の
山
岳
地
域

・
少

数
民
族
地
域
に
目
を

向

け
る
と
、
四
川
二
六

・○

%
、
雲
南

一
二

・五
%
、
西
蔵
三
六
・
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○
%
、
青

海
二
八
・○
%
で
あ
り
、
雲
南

の
増
加
率
は
平
均

に
も
満

た
な
か

っ
た

[劉

二
〇
〇
七

二

〇
六
]
。
こ
の
こ
と
は
、
人
々
が

憧
れ
る
場
所
、
す
な
わ
ち

「
ロ
マ
ン
主
義
的
ま
な
ざ
し
」
が
最
も
投

影
さ
れ

る
場
所
が
、
雲
南
か
ら
よ
り
西
、
よ
り
深

い
山
岳
地
帯

へ
移

動
し
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
の
対
象
地
は
、
具
体
的
に
は
西

蔵
、
青
海

で
あ
ろ
う
。
西
蔵
、
青
海

の
観
光
客
数

の
伸
び
率
は
、
直

接
的
に
は
北
京
ー

ラ
サ
間
の
鉄
道
開
通
に
支
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る

が
、
こ

の
鉄
道

の
開
通
は
雲
南
以
上
に
辺
境

の
、

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
場
所

へ
の
観
光

の
可
能
性
を
開

い
た
に
過
ぎ
な
い
。

な
お
、

「
ロ
マ
ン
主
義
的
ま
な
ざ
し
」
の
さ
ら
に
西
、
あ
る
い
は

奥
地

へ
の
移
動

は
、
観
光
開
発

の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
の
移
動
と
あ
い

ま

っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
光
は
観
光
客
個
人

の
気
分
と
し
て
の

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
さ
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の

一
方
で
、

対
象
と
な
る
場
所
に
お
い
て
は
経
済
発
展
お
よ
び
近
代
化

の
手
段
で

あ
る
こ
と
は
、
現
代

で
は
す
で
に
了
解
済
み
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

点

で
観
光
は
、
他

の
産
業
に
お

い
て
十
分
に
結
び

つ
き
を
作
る
こ
と

が
で
き
な

い
辺
境
地
域
を
、
場
所
を
商
品
化
し
消
費
対
象
と
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
経
済

へ
が

っ
ち
り
と
組
み
込
む
装
置

で
あ
る
。
よ
り
現
実
的
に
は
、
観
光

は
数
値
上
、
中
国
西
部
貧
困
地

域
の
経
済
水
準
を
上
げ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

多
分
、
我
々
が
最
後
に
立
ち
返
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
商
品
化

さ
れ
消
費
さ
れ
る
そ

の
場
所
が
持

つ
意
味
で
あ
ろ
う
。

マ
ス

・
ツ
ー

リ
ズ
ム

に
対
応
す
る
観
光
地
づ
く
り
を
含
め
た

一
律

の
経
済
主
義
的

開
発
と
消
費
が
、
果
た
し
て
そ
の
場
所
が
そ

れ
以
前
か
ら
所
有
し
て

き
た
意
味
や
価
値
と
矛
盾

し
な

い
か
、

で
あ

る
。
少
な
く
と
も
西

蔵

・
青
海
は
中
国
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
、
東
南

ア
ジ
ア
に
注
ぎ
込

む
大
河

の
源
流
と
な
る
地
域
で
あ
る
。
河
川

が
流
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
あ
る
程
度

の
自
浄
作
用
を
持

つ
も
の
で
あ

る
と
し
て
も
、
経
済
主

義

・
開
発
主
義
の
行
き
す
ぎ
に
対
し
、
あ
る
種

の
慎
重
さ
を
も

っ
て

監
視
す
る
こ
と
は
短
期
的
に
そ
の
地
域
の
経
済
成
長
を
高
め
る
こ
と

よ
り
も
重
要
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

近
代

の
経
済
シ
ス
テ
ム
は
需
要
と
呼
ば
れ
る
欲
望
を
喚
起
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
永
遠
に
拡
大
再
生
産
し
続
け
る
こ
と
を
希
求
す
る
。

観
光
の
経
済
に
お
い
て

「
ロ
マ
ン
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